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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月12日(2017.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を実行し、有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御し、遊技の進行に応じてコマンドを出力する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からのコマンドにもとづいて、演出の実行を制御する演出制御手段と
、を備え、
　前記遊技制御手段は、
　未だ開始されていない可変表示に関する情報を保留情報として記憶する保留記憶手段と
、
　コマンドを前記演出制御手段に送信するコマンド送信手段と、を含み、
　前記演出制御手段は、
　前記遊技制御手段からのコマンドを解析するコマンド解析手段と、
　前記保留記憶手段によって前記保留情報として記憶される可変表示のそれぞれを示す保
留表示を表示する保留表示手段と、
　当該可変表示を示す保留表示の表示態様に応じた実行時表示を表示する実行時表示手段
と、
　前記実行時表示の表示態様を制御する実行時表示制御手段と、を含み、
　前記実行時表示の表示態様として、第１表示態様と、前記第１表示態様より前記有利状
態に制御される期待度の高い第２表示態様と、前記第１表示態様及び前記第２表示態様よ
り前記有利状態に制御される期待度の高い第３表示態様と、を含み、
　前記実行時表示制御手段は、
　　前記実行時表示の表示態様を変化させる成功演出と前記実行時表示の表示態様を変化
させない失敗演出とを実行可能であるとともに、前記成功演出または前記失敗演出を実行
するときに共通演出を実行可能であり、
　　一の可変表示における複数のタイミングのうちいずれのタイミングで前記共通演出を
実行するかに応じて、前記成功演出の実行割合及び前記成功演出による前記第３表示態様
への変化割合を異ならせる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　特許文献１には、遊技の進行を制御し、遊技の進行に応じてコマンドを出力する遊技制
御手段段（特許文献１では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）と、前記遊技制御
手段からのコマンドにもとづいて、演出の実行を制御する演出制御手段（特許文献１では
、演出制御用マイクロコンピュータ１００）と、を備え、演出制御手段は、これから開始
される可変表示の可変表示パターンを特定可能な可変表示パターンコマンド（特許文献１
では、変動パターンコマンド）を受信してから、保留記憶の数が減少したことを特定可能
な保留記憶減少コマンド（特許文献１では、例えば、第１保留記憶数減算指定コマンド。
第２保留記憶数減算指定コマンド）を受信するまでの期間、先読み演出（特許文献１では
、連続予告演出）を実行するか否かの決定処理の実行を禁止する禁止手段（特許文献１で
は、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８００Ａ～Ｓ８００Ｄを
実行する部分）を備える遊技機が開示されている。また、この遊技機は、当該可変表示に
対応する保留表示を行う。さらに、保留表示の表示態様が変化する可能性を示唆する画像
を表示することが知られている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　当該可変表示に対応する保留表示を行い、さらに、保留表示の表示態様が変化する可能
性を示唆する画像を表示する遊技機において、興趣の更なる向上が求められている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、興趣の向上を図ることを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
（１）上記目的を達成するため本発明に係る遊技機は、
　可変表示を実行し、有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御し、遊技の進行に応じてコマンドを出力する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からのコマンドにもとづいて、演出の実行を制御する演出制御手段と
、を備え、
　前記遊技制御手段は、
　未だ開始されていない可変表示に関する情報を保留情報として記憶する保留記憶手段と
、
　コマンドを前記演出制御手段に送信するコマンド送信手段と、を含み、
　前記演出制御手段は、
　前記遊技制御手段からのコマンドを解析するコマンド解析手段と、
　前記保留記憶手段によって前記保留情報として記憶される可変表示のそれぞれを示す保
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留表示を表示する保留表示手段と、
　当該可変表示を示す保留表示の表示態様に応じた実行時表示を表示する実行時表示手段
と、
　前記実行時表示の表示態様を制御する実行時表示制御手段と、を含み、
　前記実行時表示の表示態様として、第１表示態様と、前記第１表示態様より前記有利状
態に制御される期待度の高い第２表示態様と、前記第１表示態様及び前記第２表示態様よ
り前記有利状態に制御される期待度の高い第３表示態様とを含み、
　前記実行時表示制御手段は、
　　前記実行時表示の表示態様を変化させる成功演出と前記実行時表示の表示態様を変化
させない失敗演出とを実行可能であるとともに、前記成功演出または前記失敗演出を実行
するときに共通演出を実行可能であり、
　　一の可変表示における複数のタイミングのうちいずれのタイミングで前記共通演出を
実行するかに応じて、前記成功演出の実行割合及び前記成功演出による前記第３表示態様
への変化割合を異ならせる
　ことを特徴とする。
　このような構成によれば、演出の実行タイミングに注目させて、遊技者の期待感を向上
させ、興趣を向上できる。
（２）他の態様に係る遊技機は、
　可変表示（例えば、特図ゲームなど）を実行して表示結果を導出表示し、所定の有利条
件が成立したとき（例えば、表示結果が「大当り」になったときなど）に有利状態（例え
ば、大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えば、パチンコ遊技機１など）であって
、
　遊技の進行を制御し、遊技の進行に応じてコマンドを出力する遊技制御手段（例えば、
主基板１１など）と、
　前記遊技制御手段からのコマンドにもとづいて、演出の実行を制御する演出制御手段（
例えば、遊技制御基板１２など）と、を備え、
　前記遊技制御手段は、
　未だ開始されていない可変表示を保留記憶として記憶する保留記憶手段（例えば、特図
保留記憶部など）と、
　可変表示の可変表示パターン（例えば、変動パターンなど）を複数種類の可変表示パタ
ーンのうちから決定する可変表示パターン決定手段（例えば、ステップＳ１１１の処理を
実行するＣＰＵ１０３など）と、
　可変表示を開始するときに、前記可変表示パターン決定手段により決定された当該開始
する可変表示についての可変表示パターンを特定可能な可変表示パターンコマンド（例え
ば、変動パターン指定コマンドなど）と、前記保留記憶手段により記憶される保留記憶の
数が減少したことを特定可能な保留記憶減少コマンド（例えば、特図保留記憶数減算指定
コマンドなど）とを、間隔をあけて前記演出制御手段に順次送信する開始時コマンド送信
手段（ステップＳ１１１で変動パターン指定コマンドを送信設定してステップＳ５７で送
信し、その後、ステップＳ１１２で特図保留記憶数減算指定コマンドを送信設定してステ
ップＳ５７で送信するＣＰＵ１０３など）と、
　前記保留記憶手段により保留記憶として記憶される可変表示について先読み判定を行う
先読み判定手段（例えば、ステップＳ２１１の処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　前記先読み判定の対象となる可変表示が実行される前に、当該先読み判定の判定結果を
特定可能な判定結果コマンド（例えば、入賞時判定結果指定コマンドなど）と、前記保留
記憶手段により記憶される保留記憶の数が増加したことを特定可能な保留記憶増加コマン
ド（例えば、特図保留記憶数加算指定コマンドなど）とを含む先読みコマンドを前記演出
制御手段に送信する先読みコマンド送信手段（例えば、ステップＳ２１１で特図保留記憶
数加算指定コマンド及び入賞時判定結果指定コマンドを送信設定してステップＳ５７で送
信するＣＰＵ１０３など）と、を含み、
　前記演出制御手段は、
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　前記遊技制御手段からのコマンドを解析するコマンド解析手段（例えば、ステップＳ７
４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記可変表示パターンコマンドで特定される可変表示パターンにもとづいて、演出を実
行する制御を行う演出実行制御手段（例えば、ステップＳ１７１～Ｓ１７２の処理を実行
する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記コマンド解析手段により前記先読みコマンドが解析されたときに、当該先読みコマ
ンドにもとづいて前記有利状態になる可能性を示唆する先読み演出（例えば、先読み予告
など）を実行する先読み演出実行手段（例えば、ステップＳ７４で解析されたコマンドが
始動入賞時のコマンドのときに、当該コマンドに基づいてステップＳ６１５やステップＳ
１７１～Ｓ１７２の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記可変表示パターンコマンドの受信後の所定期間（例えば、禁止期間など）が経過す
るまでに前記コマンド解析手段により前記先読みコマンドが解析されたときに、当該先読
みコマンドにもとづいて前記先読み演出が実行されることを禁止する先読み演出禁止手段
（例えば、ステップＳ６０６Ａ、ステップＳ６１４～Ｓ６１５、Ｓ６７３の処理などを行
う演出制御用ＣＰＵ１２０など、図３６参照など）と、を含む、
　ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（３）さらに他の態様に係る遊技機は、
　可変表示（例えば、特図ゲームなど）を実行して表示結果を導出表示し、所定の有利条
件が成立したとき（例えば、表示結果が「大当り」になったときなど）に有利状態（例え
ば、大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えば、パチンコ遊技機１など）であって
、
　遊技の進行を制御し、遊技の進行に応じてコマンドを出力する遊技制御手段（例えば、
主基板１１など）と、
　前記遊技制御手段からのコマンドにもとづいて、演出の実行を制御する演出制御手段（
例えば、遊技制御基板１２など）と、を備え、
　前記遊技制御手段は、
　未だ開始されていない可変表示を保留記憶として記憶する保留記憶手段（例えば、特図
保留記憶部など）と、
　可変表示の可変表示パターン（例えば、変動パターンなど）を複数種類の可変表示パタ
ーンのうちから決定する可変表示パターン決定手段（例えば、ステップＳ１１１の処理を
実行するＣＰＵ１０３など）と、
　可変表示を開始するときに、前記保留記憶手段により記憶される保留記憶の数が減少し
たことを特定可能な保留記憶減少コマンド（例えば、特図保留記憶数減算指定コマンドな
ど）と、前記可変表示パターン決定手段により決定された当該開始する可変表示について
の可変表示パターンを特定可能な可変表示パターンコマンド（例えば、変動パターン指定
コマンドなど）とを、間隔をあけて前記演出制御手段に順次送信する開始時コマンド送信
手段（変形例において特図保留記憶数減算指定コマンドを送信してから特図保留記憶数減
算指定コマンドを送信するＣＰＵ１０３など）と、
　前記保留記憶手段により保留記憶として記憶される可変表示について先読み判定を行う
先読み判定手段（例えば、ステップＳ２１１の処理を実行するＣＰＵ１０３など）と、
　前記先読み判定の対象となる可変表示が実行される前に、当該先読み判定の判定結果を
特定可能な判定結果コマンド（例えば、入賞時判定結果指定コマンドなど）と、前記保留
記憶手段により記憶される保留記憶の数が増加したことを特定可能な保留記憶増加コマン
ド（例えば、特図保留記憶数加算指定コマンドなど）とを含む先読みコマンドを前記演出
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制御手段に送信する先読みコマンド送信手段（例えば、ステップＳ２１１で特図保留記憶
数加算指定コマンド及び入賞時判定結果指定コマンドを送信設定してステップＳ５７で送
信するＣＰＵ１０３など）と、を含み、
　前記演出制御手段は、
　前記遊技制御手段からのコマンドを解析するコマンド解析手段（例えば、変形例におけ
るステップＳ７４の処理などを実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記可変表示パターンコマンドで特定される可変表示パターンにもとづいて、演出を実
行する制御を行う演出実行制御手段（例えば、変形例において可変表示演出を実行するた
めの処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記コマンド解析手段により前記先読みコマンドが解析されたときに、当該先読みコマ
ンドにもとづいて前記有利状態になる可能性を示唆する先読み演出（例えば、先読み予告
など）を実行する先読み演出実行手段（例えば、ステップＳ７４などで解析されたコマン
ドが始動入賞時のコマンドのときに、先読み予告を実行するための処理を実行する演出制
御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記保留記憶減少コマンドの受信後の所定期間（例えば、禁止期間など）が経過するま
でに前記コマンド解析手段により前記先読みコマンドが解析されたときに、当該先読みコ
マンドにもとづいて前記先読み演出が実行されることを禁止する先読み演出禁止手段（例
えば、変形例図３８参照など）と、を含む、
　ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（４）上記（２）又は（３）のいずれかの遊技機において、
　前記演出制御手段は、
　前記保留記憶手段によって保留記憶として記憶される可変表示それぞれを表す保留表示
（例えば、保留表示画像など）を第１領域（例えば、領域５Ｈａ又は領域５Ｈｂ）に表示
する保留表示手段（例えば、ステップＳ６１５などの処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１
２０など）と、
　可変表示の実行中に当該可変表示を表していた保留表示の表示態様に応じた実行時表示
（例えば、アクティブ表示画像など）を前記第１領域とは異なる第２領域（例えば、領域
５Ｈｃ）に表示する実行時表示手段（例えば、ステップＳ６１５、Ｓ１７２などの処理を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記実行時表示手段が表示する実行時表示を制御する実行時表示制御手段（例えば、ス
テップＳ６１５、Ｓ１７２などの処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、をさ
らに備える、
　ようにしてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（５）上記（２）～（４）のいずれかの遊技機において、
　前記先読み演出禁止手段は、前記コマンド解析手段により前記先読みコマンドが解析さ
れたタイミングが前記所定期間以内であるときに禁止フラグ（例えば、禁止フラグなど）
をオン状態とし（例えば、ステップＳ６１４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０な
ど）、
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　前記先読み演出実行手段は、前記禁止フラグがオン状態であるときに前記先読み演出を
実行しない（例えば、ステップＳ６７３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）
、
　ようにしてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
（６）上記（２）～（５）のいずれかの遊技機において、
　前記先読みコマンドは、複数のコマンドからなり（例えば、始動入賞指定コマンド、第
１特図保留記憶数加算指定コマンド、入賞時判定結果指定コマンドなど）、
　前記先読み演出実行手段は、前記先読みコマンドに含まれる全てのコマンドを第２の所
定期間内にすべて受信していないときには、前記先読み演出を実行しない（例えば、変形
例で先読み予告を実行しない演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　ようにしてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（７）上記（２）～（６）のいずれかの遊技機において、
　前記遊技機は、第１始動領域に遊技媒体が進入したことに基づいて第１識別情報（例え
ば、第１特図など）の可変表示を行い、第２始動領域に遊技媒体が進入したことに基づい
て第２識別情報（例えば、第１特図など）の可変表示を行い、
　前記保留記憶手段は、未だ開始されていない第１識別情報の可変表示を第１保留記憶と
して記憶する第１保留記憶手段（例えば、第１特図保留記憶部など）と、未だ開始されて
いない第２識別情報の可変表示を第２保留記憶として記憶する第２保留記憶手段（例えば
、第２特図保留記憶部など）と、を備え、
　遊技状態が通常状態のときにおいて、遊技媒体は前記第１始動領域と前記第２始動領域
とのいずれにも入賞可能であって（例えば、図３９参照）、
　前記遊技機は、遊技媒体を前記第１始動領域又は前記第２始動領域のうちのいずれかに
振り分ける振分装置（例えば、振分装置３００など）を備え、
　前記先読み判定手段は、前記第１保留記憶及び前記第２保留記憶について先読み判定を
行い（例えば、変形例において先読み判定を行うＣＰＵ１０３など）、
　前記先読みコマンドは、前記判定結果コマンドによって特定可能な先読み判定が前記第
１保留記憶と前記第２保留記憶とのいずれについての先読み判定であるかを特定可能であ
り（例えば、変形例において第１始動入賞指定コマンドや第２始動入賞指定コマンドなど
によって、先読み判定が第１始動入賞に対するものか第２始動入賞に対するものか特定可
能など）、
　前記先読み演出実行手段は、前記先読みコマンドに基づいて前記第１保留記憶について
の前記先読み演出及び前記第２保留記憶についての前記先読み演出を実行可能であり（例
えば、変形例において先読み演出を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　前記先読み演出禁止手段は、前記所定期間が経過するまでに前記先読みコマンドが解析
されたときに、前記第１保留記憶についての前記先読み演出及び前記第２保留記憶につい
ての前記先読み演出が実行されることを禁止する（例えば、変形例で先読み演出の実行を
制限する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　ようにしてもよい。
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